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長いかなぁ～、と思っていた夏休みもあっという間におわり、２学期が始まりましたね。宿題は、全部

終わりましたか？ 夏休みのリズムから日常生活のリズムに、まだ身体が慣れていません。体調管理、気

をつけてくださいね。

２学期から、図書のシステムが変わります。その切り替えの為に、今月は、いつもより「休館日」が多

いです。来館時、気をつけてください。

今月は、体育祭に向けての練習も多くなると思いますが、図書館にも足を運んでください。新着図書も

処理が終わり、貸出準備OK!です。

今月も、ルールを守って、気持ちよく利用できるように、協力よろしくお願いします。

下段は、

カウンターの当番クラス

です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

✕

休館日

3 4 5 6 7 8 9

○ ○ ○ ○ ✕

１－２ １－３ １－４ １－５ 休館日

10 11 12 13 14 15 16

○ ○ ✕ ○ ✕

１－６ ３－１ 休館日 ３－２ 休館日

17 18 19 20 21 22 23

体育祭 ✕ ✕ ✕

敬老の日 振休 休館日 休館日

24 25 26 27 28 29 30

○ ○ ○ ○ ○

３－３ ３－４ ３－５ ３－６ ２－１

今月の２９日（金）は、「十五夜」です。

皆さんのお家でも、お団子とススキを用意してお月見しますか？

十五夜のお月見が「行事」とされるようになったのは、平安時代からです。中国から伝わり、平安貴族の間

で流行した「月見の宴」でした。庶民の間に広まったのは、江戸時代です。

江戸時代になると、十五夜は、「貴族の遊び」から作物の収穫時期が近いこともあり、「収穫を感謝する」

行事へと意味合いが変わってきました。

今では、広く親しまれる風習となりましたよね。

『おばあさんのしんぶん』
文・絵 松野春野 原作 岩國哲人

父を亡くして、母の郷里で、新聞配達を始めた少年てつお。三原のおじいさん

とおばあさんが「夕方、新聞を読みにおいで」と言ってくれます。それが、本

当に楽しみで。毎日、一生懸命新聞を配達し、そして、おじいさんが読み終

わった新聞を、毎日読ませてもらっていました。

月日は流れ…三原のおじいさんは亡くなりました。

おじいさんが亡くなってからも、おばあさんが「今までどおり、新聞を読み

においで」と言ってくれました。。。

ある日、てつおは、新聞がきれいなままなのに気づきます。

体調を崩し、そのまま帰らぬ人となったおばあさんの葬儀の時に、てつおは

きれいな新聞の訳とおばあさんの思いを知ります。

『おばあさんの飛行機』 作 佐藤さとる

小さな田舎町の小さな家に、編み物名人のおばあさんが住んでいました。大

好きな編み物をして、充実している日々。

ある日、窓際で編み物を始めると、黒い大きな蝶がおばあさんの膝に止まり

ます。その羽の美しい模様が気に入り、同じ模様の肩掛けを編み始めます。

１０日掛かってやっと５ｃｍ巾まで編めたとき、編み物がぴくんぴくんと動

き出し、さらに編み進めると浮き上がり、編み巾が増すと、おばあさんが一緒

に浮き上がったのです。そこで、おばあさんは、編み物で飛行機を作ってみよ

うと考えます。

飛行機は、完成したのでしょうか？

編み物の飛行機は、飛ぶことができたのでしょうか？




